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1. はじめに

近年高齢化が進み，終末期医療に関する調査から，国民の
60％以上が自宅での療養を望んでいることが示されている [1]．
そのため，在宅医療における医療従事者間での情報共有や連携
がより重要となりつつある．在宅医療・介護情報連携に関連す
るシステム導入例として，北海道の「新ひだか町バーチャル
総合病院」や東京都の「新宿区医療介護連携」などが挙げら
れる [2]．しかし在宅医療には，医師・ケアマネージャ・訪問看
護師・ヘルパーといった多職種の医療従事者が関わっており，
カルテや訪問看護の記録書などを電子入力する際には，異なっ
た電子システムを利用している．このような現状から，患者の
情報が医療従事者間で分散し，情報共有が困難となっている．
また，カルテや訪問看護の記録書などは，紙媒体と電子情報の
両方で記録することを義務づけられている組織が複数存在する
ことから，情報共有のために，新たに別のシステムへの入力は
医療従事者にとって大きな負担となる可能性が高い．
そこで，我々は分散した患者情報を集約し，在宅医療におけ

る多職種の医療従事者間情報共有システムを提案する．本シス
テムは，書式が未統一であるカルテや訪問看護の記録書などを
撮影し，システム上にアップロードすることで，多職種の医療
従事者が様々な医療現場でスムーズな情報共有を可能とする．
また，患者情報や医療従事者情報，メッセージ情報の共有機能
により，多職種の医療従事者間でのコミュニケーション支援を
行う．本稿では，システムの概要について述べる．

2. 関連研究

榎本らは，在宅医療支援における平時・災害時対応情報共
有システムを開発した [3]．平時用システムでは，患者基本情
報，医療従事者情報，診療情報の入力・参照機能や，メッセー
ジ送受信機能により，医療従事者間での情報共有およびコミュ
ニケーション支援を行っている．しかし，診療記録には多くの
記入項目があり，医療従事者の通常業務の負担となる可能性が
ある．本研究では，医療従事者の負担を考慮し，記録書やカル
テはタブレット端末などで撮影し，その画像を共有する．
また，堀田らは多職種情報連携基盤に求められる要件に基

づいた，在宅医療・介護における情報連携方式を提案した [4]．
これは既存の医療・介護情報システムとの連携を可能としてい
る．しかし，それは連携対象システムが何らかの形でデータを
外部出力が可能であるという前提があるため，大小異なるすべ
ての組織と連携が可能というわけではない．本研究では，組織
の規模に関係なく利用可能な，情報共有システムを構築する．
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図 1: システム構成

3. 多職種医療従事者間情報共有システム

3.1 概要

本システムの構成を図 1に示す．本システムは患者情報・医
療従事者情報・メッセージ情報・画像データなどを登録，閲覧
する医療従事者と，登録されたデータを保存するサーバから構
成されるWebアプリケーションである．Webアプリケーショ
ンであるため，PCや携帯端末，タブレット端末などからシス
テムを利用することが可能である．
医療従事者が携帯端末やタブレット端末を使用して，書式が

未統一であるカルテや訪問看護の記録書などを撮影し，写真を
システム上にアップロードすることにより，医師・ケアマネー
ジャ・訪問看護師・ヘルパーなどの多職種の医療従事者間で情
報共有を行う．また，患者情報や医療従事者情報，メッセージ
情報の共有機能により，異なる組織に属する医療従事者間での
コミュニケーション支援を行う．以上のことから，本システム
の特徴として以下の二点が挙げられる．

(1) 職種に関係なく同一システムを利用して，統一された情
報を共有することが可能である．

(2) 医療従事者が属する組織の規模に関係なく，多職種の医
療従事者間での連携が可能である．



表 1: 患者基本情報の項目

項目
患者氏名 患者氏名（読み仮名） 住所 生年月日 年齢
性別 職業 主病名 家族歴 アレルギー
使用薬剤 主たる介護者氏名 続柄 特記事項 情報作成日時
情報更新日時 担当者

なお，本システムは厚生労働省のガイドラインに基づき，セ
キュリティ確保のため，SSL暗号化通信を利用する [5]．

3.2 従来の課題とその解決策

在宅医療における医療従事者間での情報共有には様々な課
題がある．その課題点を整理し，解決策と共に以下に示す．

(1) 組織間でカルテや看護の記録書の書式が未統一である
この課題の解決策は，書式が未統一であるカルテや訪問
看護の記録書などを撮影し，写真をシステム上にアップ
ロードすることである．このようにすることで，カルテ
や訪問看護の記録書の書式が未統一であっても，異なる
組織に属する医療従事者間で，患者の情報を共有するこ
とが可能となる．

(2) カルテや看護記録の電子入力には，組織ごとに異なった
電子システムを利用しており，患者情報が分散している
この課題の解決策は，情報を保存するシステムとは別に，
情報共有を目的としたシステムを構築し，それを利用し
てもらうことである．ただし情報共有のために，新たに
別のシステムへの情報入力は医療従事者にとって大きな
負担となる可能性が高いため，電子入力はできる限り必
要としない設計にする．このようにすることで，同一の
システムを利用して，異なる組織に属する医療従事者間
で，統一された情報を共有することが可能となる．

3.3 患者情報共有機能

本機能は，医療従事者により登録された患者に関連する記
録書や医師からの指示書，カルテなどの画像データや患者の基
本情報などが集約され，情報の登録・閲覧・編集・削除が可能
である．以下に共有する情報について述べる．

(1) 画像データ
ユーザにより患者に関する看護や介護の記録書，医師か
らの指示書，カルテなどをタブレット端末や携帯端末，
デジタルカメラで撮影し，システム上にアップロードす
ることで共有する．画像データを検索しやすいように，
画像データにはタグとコメントを付加することが可能で
ある．この画像データを閲覧することで，在宅での療養
経過を知ることができる．

(2) 患者基本情報
患者基本情報の項目を表 1に示す．患者の基本的な情報
を登録することで，情報を共有する．この患者基本情報
を閲覧することで，緊急時，患者が病院に到着する前に
医師が治療方針を決定することができる．

(3) バイタルサイン
患者のバイタルサインのグラフを作成することで，情報
を共有する．項目は体温・脈拍・血圧 [最高/最低]・呼吸
である．

3.4 医療従事者情報共有機能

本機能は，システムを利用している医療従事者情報を閲覧
することができる機能である．医療従事者間で連絡がスムーズ
に行えるように，通常時用と緊急時用両方のメールアドレスや
電話番号を確認することができる．

3.5 メッセージ情報共有機能

本機能は，医療従事者間でメッセージを送受信することが
できる機能である．システム内でユーザアカウントに対して，
メッセージを送受信するため，メッセージの内容が外部に漏洩
する心配がない．メッセージには，タイトル，本文を入力する
ことができ，加えて画像を添付することが可能である．

3.6 緊急ログイン機能

本機能は，緊急時に本システムの利用者でない医療従事者
が一時的に本システムで情報を閲覧することが可能となる機
能である．本システムのユーザが緊急ログイン番号を発行し，
その緊急ログイン番号を緊急ログインフォームに入力すると，
緊急ログイン番号を発行したユーザのアカウントで，閲覧機能
のみが実装されたシステムを利用することができる．ただし情
報漏洩を防ぐため，緊急ログイン番号は発行から一定時間のみ
有効である．

4. おわりに

本稿では，分散した患者情報の集約および共有を目的とし
た在宅医療支援のための多職種医療従事者間情報共有システ
ムを提案した．今後は，患者情報共有機能が有効か検証するた
めに，実際に医療従事者に利用してもらうことで，評価実験を
行う．
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